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ロ
シ
ア
が
二
月
二
四
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
開
始
し

た
直
後
、
ロ
シ
ア
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
へ
の
支
持
率
が
跳
ね
上
が
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
半
年
が
経
ち
、
ロ
シ
ア
軍

は
当
初
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、

プ
ー
チ
ン
氏
の
支
持
率
は
高
い
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
こ
の
点
を
、ロ
シ
ア
の
独
立
系
世
論
調
査
機
関
「
レ
バ
ダ
・

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
レ
バ
ダ
）」
の
デ
ー
タ
で
見
て
い
こ
う
。

　

付
言
す
る
と
、
レ
バ
ダ
は
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
「
外
国
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
政
府
に
お
も
ね
ら
な
い
調
査
活
動
が

疎
ん
じ
ら
れ
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。
レ
バ
ダ
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
」

の
ロ
シ
ア
語
表
記
に
つ
い
て
も
、
ロ
シ
ア
政
府
や
国
営
メ
デ
ィ
ア
が

用
い
る
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
で
は
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
や
独
立

系
の
メ
デ
ィ
ア
が
使
う「　
　
　
　
　
　
　
　
　
」を
採
用
し
て
い
る（
前

者
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
国
で
は
な
く
一
地
方
と
み
な
す
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
あ
る
）。
こ
の
点
に
も
、
政
府
の
見
解
と
は
一
線
を
画
す
る
姿

勢
が
表
れ
て
い
る
。

揺
る
が
な
い
プ
ー
チ
ン
政
権
へ
の
支
持

　

さ
て
レ
バ
ダ
の
調
査
に
よ
る
プ
ー
チ
ン
氏
の
支
持
率
は
、

二
〇
一
八
年
七
月
以
降
、お
お
む
ね
七
割
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、

侵
攻
開
始
後
の
三
月
の
調
査
で
八
三
％
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
最
新
の

八
月
の
調
査
で
も
八
三
％
と
、
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
今
回
と

朝
日
新
聞
論
説
委
員

駒
木
明
義

こ
ま
き　

あ
き
よ
し　

一
九
九
〇
年
東
京
大
学

教
養
学
部
卒
業
、
朝
日
新
聞
社
入
社
。
政
治
部
、

国
際
報
道
部
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
五
～
〇
八
年

モ
ス
ク
ワ
支
局
員
、一
三
～
一
七
年
モ
ス
ク
ワ
支
局

長
。
著
書
に
『
安
倍
vs.
プ
ー
チ
ン 

日
ロ
交
渉
は

な
ぜ
行
き
詰
ま
っ
た
の
か
？
』、
共
著
に
『
プ
ー
チ

ン
の
実
像
』
な
ど
。

戦
争
に
順
応
す
る
ロ
シ
ア
社
会

—
—

世
論
調
査
に
み
る
プ
ー
チ
ン
支
持
の
構
造

長
び
く
戦
争
と
経
済
制
裁
の
影
響
で
、
ロ
シ
ア
の
人
々
は
や
が
て

政
権
へ
の
批
判
を
強
め
る
だ
ろ
う
―
―
そ
の
よ
う
な
欧
米
の
「
期
待
」
は
、

実
態
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
よ
う
な
熱
狂
は
な
い
も
の
の
、

世
論
調
査
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
社
会
の
「
軍
事
作
戦
」
へ
の
順
応
と
、

プ
ー
チ
ン
体
制
へ
の
強
い
支
持
が
読
み
取
れ
る
。
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同
じ
よ
う
な
急
上
昇
は
、
一
四
年
三
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

ク
リ
ミ
ア
半
島
の
併
合
を
宣
言
し
た
際
に
も
み
ら
れ
た
。
そ
の
後

一
八
年
に
急
落
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上

げ
だ
っ
た
。

今
回
、
そ
の

マ
イ
ナ
ス
を

一
気
に
挽
回

し
た
と
い
え

る
（
図
１
）。

　

も
ち
ろ

ん
、
八
割
超

と
い
う
支
持

率
を
、
額
面

通
り
に
受
け

取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

私
の
目
を
引

い
た
の
は
、

プ
ー
チ
ン
氏

と
機
を
同
じ

く
し
て
、
首

相
、
政
府
、
下
院
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
は
直
接
関
係
な
い
、

地
方
自
治
体
首
長
の
支
持
率
も
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
点
だ
。

　

こ
れ
に
は
理
由
が
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
隣
国
と
の
「
戦
争
」

と
い
う
緊
急
時
に
あ
っ
て
、
大
統
領
を
中
心
に
国
民
は
団
結
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
の
高
ま
り
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る

旗
下
結
集
効
果
だ
。

　

さ
ら
に
、
社
会
を
覆
う
緊
張
感
が
、
お
上
に
異
を
唱
え
に
く
い
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
い
る
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
私
自
身
、
モ
ス
ク
ワ
特

派
員
を
し
て
い
た
当
時
、
自
分
の
携
帯
に
世
論
調
査
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
私
は
日
本
人
で
す
か
ら
」
と
言
っ

て
断
っ
た
の
だ
が
、「
こ
の
電
話
に
プ
ー
チ
ン
を
支
持
し
な
い
と
答

え
る
の
は
勇
気
が
要
る
な
」
と
も
感
じ
た
も
の
だ
。
相
手
は
こ
ち
ら

の
電
話
番
号
を
知
っ
て
い
る
。
回
答
を
個
人
と
結
び
つ
け
て
記
録

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
支
持
し
ま
す
」
と
答
え
て
お
け
ば
、

何
の
問
題
も
生
じ
な
い
の
だ
。
反
戦
デ
モ
が
容
赦
な
く
弾
圧
さ
れ
る

よ
う
な
二
月
以
降
の
国
内
情
勢
を
考
え
れ
ば
、「
無
難
」
な
回
答
が

増
え
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

　

一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
占
領
の
際
、
当
時
モ
ス
ク
ワ
に
い
た
私
の
肌

感
覚
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
全
国
民
が
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
た
。
国
営
テ
レ
ビ
の
職
員
が
生
放
送
に
乱
入
し
て
反
対
し
た
り
、

経
済
人
か
ら
懸
念
の
声
が
上
が
っ
た
り
す
る
よ
う
な
今
回
の
状
況
は
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図１　プーチン大統領の支持率

出典：レバダ・センターによる世論調査（https://www.levada.ru/en/ratings/）をもとに筆者作成。
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明
ら
か
に
異
な
る
。
私
が
知
る
範
囲
で
も
、
ロ
シ
ア
人
は
今
回
の
侵

攻
を
大
歓
迎
と
い
う
よ
り
は
「
や
む
を
得
な
い
選
択
だ
っ
た
」
と
い

う
受
け
止
め
方
が
多
い
印
象
だ
。

　

と
は
い
え
、一
人
一
人
が
心
の
奥
深
く
で
ど
う
考
え
て
い
よ
う
と
、

現
実
社
会
に

影
響
を
及
ぼ

す
の
は
、
結

局
の
と
こ

ろ
、
公
の
場

で
の
意
見
表

明
や
投
票
行

動
と
い
っ
た

具
体
的
な
言

動
だ
。
そ
の

意
味
で
、
大

多
数
の
人
々

が
プ
ー
チ
ン

氏
と
今
回
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
対
す

る
支
持
を
表

明
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

も
う
一
つ
、
プ
ー
チ
ン
氏
を
め
ぐ
っ
て
気
に
な
る
調
査
結
果
を

紹
介
し
よ
う
。
プ
ー
チ
ン
氏
が
大
統
領
の
任
期
切
れ
を
迎
え
る

二
〇
二
四
年
以
降
の
続
投
を
望
む
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
侵

攻
開
始
後
の
五
月
の
調
査
で
、
実
に
七
二
％
も
の
人
々
が
「
望
む
」

と
回
答
し
た
の
だ
。
ロ
シ
ア
で
は
一
昨
年
、
二
四
年
以
降
の
大
統
領

続
投
を
可
能
と
す
る
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
昨
年
九
月

に
行
わ
れ
た
前
回
調
査
で
「
望
む
」
と
答
え
た
の
は
四
七
％
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
憲
法
改
正
前
を
含
め
て
も
、
レ
バ
ダ
が
こ
の
調
査
を
始

め
た
一
二
年
以
降
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
後
の
最
も
支
持
率
が
高
か
っ
た

時
期
を
含
め
て
、
今
が
最
も
続
投
待
望
論
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
（
図
２
）。

　

な
ぜ
こ
う
し
た
世
論
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア

の
メ
デ
ィ
ア
状
況
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
で
、
レ
バ
ダ
が
六
月
に
行
っ
た
調
査
が
興
味
深
い
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
て
以
降
、
ロ
シ
ア
と
世
界
で
起
き
て
い
る
出

来
事
に
つ
い
て
最
も
信
頼
し
て
い
る
情
報
源
を
聞
い
た
調
査
（
複
数

回
答
）
で
は
、
結
果
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
国
営
テ
レ
ビ

四
二
％
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
二
五
％
、
国
営
通
信
社
二
〇
％
、
民

間
テ
レ
ビ
一
五
％　

家
族
・
友
人
・
隣
人
一
五
％
、
ロ
シ
ア
の
ネ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
一
〇
％
。
私
た
ち
日
本
の
報
道
機
関
が
し
ば
し
ば
「
独

図2　「2024年以降もプーチン氏が大統領にとどまることを望むか」への回答

出典：レバダ・センターによる世論調査（https://www.levada.ru/2022/06/10/otnoshenie-k-vladimiru-putinu-5/）をもとに筆者作成。

80

70

60

50

40

30

20

10

0

(%）

!
"!
#!
$!
%!
&!
'!
(!
)!

#
!"

#
!

"
!
"

#
!"

$
!

$
"

#
!"

$
!

)
"

#
!"

%
!

"
"

#
!"

%
!

'
"

#
!"

%
!

"
"
"

#
!"

&
!

%
"

#
!"

&
!

*
"

#
!"

'
!

#
"

#
!"

'
!

(
"

#
!"

'
!

"
#
"

#
!"

(
!

&
"

#
!"

(
!

"
!
"

#
!"

)
!

$
"

#
!"

)
!

)
"

#
!"

*
!

"
"

#
!"

*
!

'
"

#
!"

*
!

"
"
"

#
!#

!
!

%
"

#
!#

!
!

*
"

#
!#

"
!

#
"

#
!#

"
!

(
"

#
!#

"
!

"
#
"

#
!#

#
!

&
"

3456789:;<=>?

望む

望まない

回答困難

20
12
年
10
月

20
13
年
10
月

20
14
年
11
月

20
16
年
10
月

20
17
年
8月

20
18
年
5月

20
19
年
7月

20
21
年
9月

20
22
年
5月



トレンド2022

83

立
系
」と
し
て
引
用
す
る「
メ
ド
ゥ
ー
ザ
」や「
ノ
ー
バ
ヤ
ガ
ゼ
ー
タ
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
信
頼
度
は
極
め
て
低
い
。

ロ
シ
ア
国
外
を
拠
点
と
す
る
ロ
シ
ア
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
四
％
、
国

外
を
拠
点
と
す
る
ロ
シ
ア
の
放
送
局
四
％
、
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

な
お
、
一
八
～
二
四
歳
の
若
年
層
に
限
る
と
、
最
も
信
頼
す
る
メ

デ
ィ
ア
の
首
位
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
（
四
二
％
）、
二
位
が
国
営

テ
レ
ビ
（
二
〇
％
）
と
な
り
、
順
位
が
逆
転
す
る
。
た
だ
、
独
立
系

メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
度
が
低
い
点
で
は
、年
長
世
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
人
が
国
営
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
何
か
ら
何

ま
で
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
完
全
に
信
じ
て
い
る
」
は

三
一
％
、「
部
分
的
に
信
じ
て
い
る
」
が
五
四
％
、「
ま
っ
た
く
信
じ

て
い
な
い
」
が
一
一
％
と
い
う
結
果
だ
。
特
に
疑
わ
し
い
目
を
向
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
死
者
数
や
負
傷
者
数
の
発
表
や
、

ロ
シ
ア
軍
の
残
虐
行
為
な
ど
が
報
じ
ら
れ
な
い
状
況
だ
。

　

た
だ
し
、
プ
ー
チ
ン
氏
や
国
営
メ
デ
ィ
ア
が
繰
り
返
し
強
調
し
て

い
る
今
回
の
「
軍
事
作
戦
」
を
め
ぐ
る
大
き
な
構
図
自
体
は
、
ロ
シ

ア
の
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
レ
バ
ダ
の

ヴ
ォ
ル
コ
フ
所
長
に
よ
る
と
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住
む
ロ
シ
ア
語
話

者
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
権
か
ら
迫
害
さ
れ
て
い
る
」
と
か
「
危
機
を

起
こ
し
た
の
は
米
国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
は
防
御
的
な
対

応
を
迫
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
っ
た
政
権
の
説
明
は
、
広
く
信

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
侵
攻
開
始
後
、
国
営
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼

度
は
、
む
し
ろ
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、「
軍
事
作
戦
」
そ
の
も
の
へ
の
支
持
率
に
も

表
れ
て
い
る
。
最
新
の
八
月
の
調
査
で
は
、
軍
事
作
戦
を
「
完
全

に
支
持
す
る
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
支
持
す
る
」
は
計

七
六
％
で
、
三
月
の
八
〇
％
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
レ
バ
ダ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
の
ヘ
ル
ソ

ン
州
と
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
に
つ
い
て
八
月
に
行
っ
た
調
査
だ
。
両
州

は
、
侵
攻
開
始
後
わ
ず
か
な
期
間
に
多
く
の
領
域
を
ロ
シ
ア
軍
に
占

領
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
側
は
被
占
領
地
の
住
民
に
ロ
シ
ア
国
籍
を
付
与

し
た
り
、
学
校
で
ロ
シ
ア
式
の
教
育
を
進
め
る
な
ど
「
ロ
シ
ア
化
」

政
策
を
進
め
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
独
立
や
ロ

シ
ア
へ
の
編
入
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
行
う
計
画
も
取
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
以
降
、
ロ
シ
ア
の
支
援
を
受

け
た
武
装
勢
力
が
占
領
し
て
い
る
東
部
ド
ネ
ツ
ク
州
と
ル
ハ
ン
ス
ク

州
の
一
部
で
進
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
だ
。

　

さ
て
レ
バ
ダ
の
調
査
で
は
、
ヘ
ル
ソ
ン
州
と
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
の

将
来
像
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、「
ロ
シ
ア
の
一

部
と
な
る
べ
き
だ
」
が
四
五
％
、「
独
立
国
家
と
な
る
べ
き
だ
」
が

二
一
％
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
に
と
ど
ま
る
べ

き
だ
」
と
答
え
た
の
は
、
わ
ず
か
一
四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
プ
ー
チ
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ン
氏
は
昨
年
来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
人
工
的
な
国
家
で
あ
る
と
か
、
ロ

シ
ア
と
共
に
あ
る
か
ら
こ
そ
主
権
を
行
使
で
き
る
と
い
っ
た
見
解
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
前
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
一

人
前
の
国
家
と
み
な
さ
な
い
姿
勢
が
、
ロ
シ
ア
国
民
の
間
で
か
な
り

の
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
実
態
が
見
て
取
れ
る
。

長
期
化
を
受
容
し
始
め
た
社
会

　

侵
攻
開
始
後
の
半
年
間
で
、変
化
が
出
て
き
て
い
る
指
標
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
の
関
心
度
合
い
だ
。「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
注
視
し
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て

「
非
常
に
注
視
し
て
い
る
」
ま
た
は
「
か
な
り
注
視
し
て
い
る
」
と

答
え
る
割
合
は
、
三
月
の
調
査
で
六
四
％
だ
っ
た
の
が
、
八
月
の
調

査
で
は
五
一
％
と
減
少
傾
向
だ
。

　

こ
れ
も
、国
営
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
ぶ
り
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
る
と
、
激
し
い
戦
闘
の
様
子
を
伝
え
る
報
道
は

明
ら
か
に
減
っ
て
き
て
い
る
印
象
だ
。
一
方
で
目
立
つ
の
は
、
占
領

地
で
の
復
興
や
住
民
へ
の
援
助
、
あ
る
い
は
学
校
再
開
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
だ
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
番
組
も
増
え
、
画
面
の
中
で

は
「
戦
時
」
か
ら
「
平
時
」
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
の
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
で
、
モ
ス
ク
ワ

を
拠
点
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
ア
ン
ド
レ
イ
・
コ
レ
ス

ニ
コ
フ
氏
は
、
政
権
に
よ
る
「
非
動
員
化
」
が
始
ま
っ
て
い
る
指
摘

す
る
。
五
月
の
戦
勝
記
念
日
の
こ
ろ
に
噂
さ
れ
た
非
常
事
態
宣
言
に

よ
る
国
家
総
動
員
の
可
能
性
は
去
っ
た
。
国
境
も
閉
じ
ら
れ
て
い
な

い
。
契
約
兵
募
集
の
動
き
は
あ
る
が
、
多
く
の
都
市
部
住
民
に
と
っ

て
は
無
縁
の
話
だ
。「
政
権
を
支
持
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
軍
事
作
戦

に
積
極
的
に
関
与
す
る
必
要
は
な
い
、日
常
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
の
が
、
今
の
政
権
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
。

　

同
時
に
多
く
の
人
々
は
、戦
闘
の
長
期
化
を
覚
悟
し
始
め
て
い
る
。

三
月
の
調
査
で
「
軍
事
作
戦
」
が
半
年
以
内
に
終
わ
る
と
三
七
％
が

予
想
し
て
い
た
が
、
こ
の
割
合
は
八
月
の
調
査
で
二
四
％
に
低
下
し

た
。
逆
に
半
年
以
上
続
く
と
い
う
答
え
は
、
四
四
％
か
ら
五
五
％
へ

と
増
加
し
て
い
る
。
日
常
の
一
部
と
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
軍
事

作
戦
が
長
期
間
続
く
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。

経
済
制
裁
の
政
治
的
影
響
は
限
定
的

　

事
態
が
長
引
い
た
場
合
に
気
に
な
る
の
が
、
欧
米
な
ど
に
よ
る
経

済
制
裁
が
ロ
シ
ア
の
世
論
に
及
ぼ
す
影
響
だ
。
こ
の
点
で
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
の
コ
レ
ス
ニ
コ
フ
氏
は
、
ロ
シ
ア
社
会
で
反
プ
ー
チ
ン
感
情
が

高
ま
る
の
で
は
と
い
う
期
待
は
裏
切
ら
れ
る
と
の
見
方
だ
。
現
時
点

で
は
、
む
し
ろ
逆
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
下
に
団
結
を
促
す
効
果
を

生
ん
で
い
る
と
い
う
。
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欧
米
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
真
の
狙
い
が
ロ
シ
ア
の
弱
体
化

に
あ
る
と
い
う
ロ
シ
ア
の
主
張
が
浸
透
し
て
お
り
、
制
裁
は
欧
米
へ

の
反
感
を
強
め
る
だ
け
、
と
い
う
状
況
だ
。
し
か
も
、
ロ
シ
ア
中
央

銀
行
の
介
入
で
通
貨
ル
ー
ブ
ル
の
下
落
が
食
い
止
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
制
裁
が
国
民
生
活
に
与
え
る
影
響
は
今
の
と
こ
ろ
限
定

的
だ
。

　

毎
月
の
重
要
な
出
来
事
を
聞
く
調
査
に
対
し
て
、
物
価
高
を

上
げ
る
割
合
は
三
月
に
は
一
三
％
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
四
月

一
〇
％
、
五
月
四
％
、
六
月
二
％
と
急
減
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
営
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
最
近
、
欧
州
で
の
物
価
高
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
そ
し
て
そ
れ
に
抗
議
す
る
市
民
に
つ
い
て
頻
繁

に
報
道
し
て
い
る
。「
制
裁
で
困
っ
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
よ
り

も
む
し
ろ
導
入
し
た
欧
米
の
側
だ
」
と
い
う
ロ
シ
ア
政
府
の
主
張
を

受
け
入
れ
て
い
る
視
聴
者
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
で
制
裁
の
影
響
を
最
も
受
け
て
い
る
の
は
、
外
国
と
の
取

引
が
あ
る
企
業
で
働
い
て
い
る
よ
う
な
、
も
と
も
と
リ
ベ
ラ
ル
な
層

が
中
心
で
、
そ
の
数
は
少
数
派
だ
。
も
ち
ろ
ん
経
済
制
裁
は
、
そ
も

そ
も
プ
ー
チ
ン
政
権
打
倒
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア

の
戦
闘
継
続
能
力
を
そ
ぎ
、
さ
ら
な
る
侵
略
行
為
を
抑
止
す
る
と
い

う
意
味
で
は
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
継
続
さ
れ
る
べ
き
だ

ろ
う
。
た
だ
、
制
裁
が
か
え
っ
て
ロ
シ
ア
国
民
を
反
欧
米
で
結
束
さ

せ
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

経
済
制
裁
と
並
ん
で
、
私
た
ち
が
過
大
評
価
し
が
ち
な
の
が
、
世

代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
若
年
層
は
国
営
テ

レ
ビ
よ
り
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
主
要
な
情
報
源
と
し
て
い
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
軍
事
行
動
を
支
持
す
る
割
合
も
、
五
五
歳
以
上
が

八
五
％
に
達
す
る
の
に
比
べ
て
、
一
八
～
二
四
歳
の
層
で
は
六
五
％

に
と
ど
ま
る
。
ヘ
ル
ソ
ン
州
や
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
が
ロ
シ
ア
の
一
部

に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
る
割
合
も
、
開
戦
後
の
ロ
シ
ア
で
導
入
さ
れ

た
「
フ
ェ
イ
ク
」
禁
止
法
へ
の
支
持
も
、若
い
ほ
ど
低
い
傾
向
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
全
体
と
し
て
見
れ

ば
、
若
い
層
も
大
多
数
が
プ
ー
チ
ン
政
権
を
支
持
し
、
政
府
の
主
張

を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
コ
レ
ス
ニ
コ
フ
氏
は
、
多
く

の
若
者
に
と
っ
て
、
今
の
ロ
シ
ア
社
会
で
の
成
功
と
は
公
務
員
に

な
っ
た
り
、
国
営
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
だ
と
指
摘
す
る
。
時
間
が

経
過
し
世
代
交
代
が
進
め
ば
ロ
シ
ア
が
欧
米
寄
り
に
な
る
と
い
う
保

障
は
ど
こ
に
も
な
い
。
今
の
よ
う
な
言
論
状
況
で
は
、
上
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
世
論
も
変
わ
ら
な
い
。
も
し
も
ロ
シ
ア
世
論
が
大
き
く
変

化
す
る
と
す
れ
ば
、
指
導
者
が
交
代
し
て
親
欧
米
路
線
を
打
ち
出
す

時
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
●




